
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況

・平成20年度の「魅力ある学校づくり地域協議会」の全校設置により，学校と家庭，地域，企業の連携の基盤が醸
成され，学校，地域の実情に応じながら，地域とともにある学校づくりが着実に推進されている。

市民満足度

・各学校においては，学校運営や教育活動の状況について，保護者や地域住民の理解を得るための積極的な情
報発信などの取組が定着し，「魅力ある学校づくり地域協議会」の活動についても，市や学校が積極的に情報を発
信し，周知・啓発を進めた結果，日常的に学校に関わることのない市民にも取組が理解されるようになり，確実に
向上している。

概ね順調

総合評価
　順調 ：（Ａ評価が２つ以上
（Ｃ評価がある場合を除く。））
　　　　　［９０点以上］

　概ね順調 ：
　（主にＢ評価が２つ以上）
　　［６５点以上９０点未満］

　やや遅れている ：
　（Ｃ評価が２つ以上）
　　　　［６５点未満］取組内容と成果・成果の要因，進捗の状況

施策を取り
巻く環境等

・新学習指導要領において，教育課程の編成及び実施に当たっては，学校がその目的を達成するため，学校や地域の実態等に応じ，家庭や地域社会との連携及び協働を深めることに配慮することが示されている。
・本市においては，学校支援機能を持つ地域学校協働本部と，学校運営参画機能を持つ学校運営協議会の機能を併せ持つ「魅力ある学校づくり地域協議会」が全小中学校に設置され，地域とともにある学校づくりを推進してきた。
・ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）については「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が一部改正（平成29年4月1日施行）され、学校運営協議会の役割の見直しやその設置の努力義務化等についての規定が整備され
た。全国の小中学校の指定状況は平成29年4月現在3600校（全公立小中学校の11.7%）である。（前年比946校増）
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83点

施策指標

Ｂ ：前年度同水準
　　　（±５ｐｔ以内）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：前年度より低下
　　　（－５ｐｔ超）
　　　　　［１５点］

③主要な構成
事業の

進捗状況

　Ａ ： 計画以上
 　　 （主要な構成事業の
　　　２割超が計画以上）
　　　　　　［３３点］

　Ｂ ： 計画どおり
 　 　（主要な構成事業の
　　　８割以上が計画どおり）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ： 計画より遅れ
 　 （主要な構成事業の
　　２割超が計画より遅れ）
　　　　　［１５点］
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①施策指標
　Ａ ：達成度９０％超
　　　　　　［３３点］

Ｂ ：達成度７０％～９０％
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：達成度７０％未満
　　　　　［１５点］

②市民意識
調査結果
（満足度）

　Ａ ：前年度より向上
　　　　　（＋５ｐｔ超）
　　　　　　［３３点］
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指標名（単位）

学校と地域が連携して，学校を支援する協議
会等を設置している小学校及び中学校の割
合（％）

中核市平均

実績値

99.4% 99.6%
  ③　主要な構成事業の進捗状況
　　（主要な構成事業の個別の進捗状況は，「３　施策を構成する事業の状況｝を参照） Ｂ
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「魅力ある学校づくり地域協議
会」による学校教育支援活動数

単年度
目標値

830 850 870

-1.4pt 5.4pt 0.9pt
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24.9% 21.7% 26.1% 24.7% 30.1% 31.0%
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標
１

「学校は，家庭，地域，企業等と連携・協
力して，教育活動や学校運営の充実を
図っている。」と回答した保護者・地域住
民の割合（％）

単年度
目標値

89.2% 90.5% 92.2% 93.7% 95.0%
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指
標
３

指標名（単位）

95.0％

Ａ

施策の満足度（％） 調査結果

施策目標 各学校が，家庭や地域，企業と連携・協力しながら，信頼され魅力のある学校づくりを進めています。

①
施
策
指
標

指標名（単位） H24 H25 H26 H27
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政策の柱 Ⅱ　市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために
政策名

（基本施策名）
９　信頼される学校教育を推進する 政策の達成目標

（基本施策目標）
信頼される学校教育が推進され，児童生徒が，充実した学校生活を送っています。

平成３０年度　行政評価　　施策カルテ

施策名 ３　地域と連携した独自性のある学校経営の推進 施策主管課 学校教育課 総合計画記載頁

※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００ （％）

実績値
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◆ 調査結果 ／ ■ 目標値（％）



３　施策を構成する事業の状況 ※凡例　○：「総合計画の戦略プロジェクト・主要事業」対象，★：「③ 主要な構成事業の進捗状況」対象（５事業選択）

対象者・物（誰・何に） 取組（何を）

1 「小中一貫教育・地域学校園」の推進 ○★

本市全ての児童生徒の学校
生活適応と学力保障
地域の教育力を十分に活用
した学校教育活動の推進

市立小・中学校，全児童・
生徒，教職員

小中一貫教育カリキュラムの実
施や地域教育力を生かした学
校教育活動支援

計画どおり 17,135 H22 独自性

学校や地域学校園が裁量を生かしながら，小中一貫教育カリキュラムによる教育
活動の充実と地域の教育力を有効に活用した取組を推進しているところであり，今
後とも，これまで以上に主体性を発揮しながら学校運営や地域学校園運営を進め
るとともに取組のステップアップを図れるよう支援していく。

2 魅力ある学校づくり地域協議会活動推進事業 ○★
「学校教育の充実」と「家庭・
地域の教育力の向上」

魅力ある学校づくり地域
協議会

各協議会の活動支援（活力ある
学校づくりへの参画，地域の教
育力を生かした学校教育の充
実，地域ぐるみの児童生徒の健
全育成・安全確保，学校施設や
地域の教育資源を活用した家
庭・地域の教育力向上）

計画どおり 37,722 H18 独自性

「魅力ある学校づくり地域協議会」の活動を支援することを通して，地域の教育力
を生かした「学校教育の充実」と地域ぐるみでの子育てによる「家庭・地域の教育
力向上」を図るとともに，国の動向を踏まえながら，「地域とともにある学校づくり」
を推進する。
　学校運営参画機能の強化や学習支援事業の導入促進に向けた活動支援に取り
組む。

3 学校協力者「街の先生」活動事業 ★
「街の先生」登録者の活用に
よる，地域の教育力を生かし
た教育活動の推進

市立小・中学校（全93校）
学校協力者「街の先生」を活用
した教育活動の実施

計画どおり 24 H15
地域の教育力を生かした様々な教育活動を充実させるために，「街の先生」への
登録を促進するとともに各学校における活用を推進していく。

4 通学区域の見直し 学校規模の適正化

・大規模，小規模に係る
学校区
・遠距離通学地区
・土地区画整理事業施行
地区など

・複式学級が見込まれる学校等
への対応の検討
・通学区域のあり方検討

計画どおり 45 H12

児童生徒数の推移を見据え，関係課と連携・協力を図りながら，複式学級が見込
まれる学校への検討及び対応を行う。
「学校規模の適正化に向けた通学区域見直し実施計画」（平成16年2月策定）に基
づき，児童生徒の就学実態や地域コミュニティとのつながら，将来的な児童生徒数
の推移を踏まえながら，必要に応じて通学区域の見直しを行う。また，通学区域の
見直しを行うにあたっては，通学区域審議会を開催し，様々な視点から専門的か
つ幅広い意見をいただきながら，検討・実施していく。

5 小規模特認校事業 ★ 学校規模の適正化
清原北小学校
城山西小学校

複式学級の解消 計画どおり 8,018 H17

学校と地域の連携により，地域の特性や教育資源を積極的に活用した教育活動
が実施されるとともに，全児童を参加対象とした放課後活動等が行われ，充実した
活動内容により複式学級を解消できているが，学区内児童だけでは再び複式学級
編制になることが見込まれるため，児童数の確保につながる特色ある教育活動を
引き続き，充実させていく。

6 学校マネジメントシステムの推進 ★
学校評価の推進と結果の公
表

市立小・中学校教職員，
魅力ある学校づくり地域
協議会委員

学校評価の実施，結果の公表
等

計画どおり 3,327 H20

学校がアンケート等を基に行った自己評価について，魅力ある学校づくり地域協
議会の意見を反映させることにより，地域とともにある学校づくりを推進する。アン
ケート項目については，第２次宇都宮市学校教育推進計画の策定を踏まえ見直し
を行う。

7 学校支援アドバイザー事業
専門的見地からの助言によ
る学校支援

市立小・中学校の教職員
弁護士・医師・臨床心理士から
なる学校支援アドバイザーを設
置

計画どおり 110 H21
学校だけでは解決が困難な案件が発生した際に，弁護士等から専門的な知識や
助言を得ながら，学校を支援していく。

４　今後の施策の取組方針

№

今後の方向性

〈施策全般〉
◆学校や地域学校園が自主的・自律的に学校運営等に取り組む「小中一貫教育・地域学校園」と，「魅力ある学校づくり地域協議会」を合わせた本市独自のシス
テムによる取組の充実を図るとともに，市民に対しての本施策の周知・啓発を強化し，地域の教育力を十分に活用した学校教育活動を推進することにより，地域と
ともにある学校づくりのより一層の充実を図る。

〈主要事業〉
◆「小中一貫教育・地域学校園」の推進にあたり，学校が地域の教育力を有効に活用した創意ある教育活動を一層充実させ，これまで以上に主体性を発揮しな
がら学校運営や地域学校園運営を進めるとともに取組のステップアップを図れるよう支援していく。
◆「魅力ある学校づくり地域協議会」の活動を支援することを通して，地域の教育力を生かした「学校教育の充実」と地域ぐるみでの子育てによる「家庭・地域の教
育力向上」を図るとともに，学校運営参画機能の強化や学習支援事業の導入促進に向けた活動支援に取り組む。また，家庭や地域等からの理解と協力を得なが
ら，特色ある学校運営や教育活動を行うため，これまで以上の積極的な情報発信や学校公開を推進できるようにする。

〈その他個別事業〉

◆「小中一貫教育・地域学校園」を推進する中で，地域学校園内の各学校が情報交換を行い，小中学校の教員の相互理解な
どが促進されているが，学校や地域学校園の創意工夫した取組については差が見られることから，教職員の意識を高め，各
地域学校園の主体的取組を推進していく必要がある。

◆本市独自の魅力ある学校づくり地域協議会の取組により，家庭や地域，企業との連携・協力による学校支援が推進され，成
果が表れているが，学校運営への参画などについてはより強化していく必要があることから，今後とも着実に推進していく。
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